
未来づくり懇談会（木幡東）会議録 

 

日 時：平成２９年１月１１日（水） 

                       １９：００～２０：２０ 

                   場 所：木幡東自治公民館 

出席者：市長、教育長、総合政策課長、 

農業振興課長、都市建設課長 

総合政策課長補佐 

 

 

１ 開  会  １９：００      進行：秘書広報課長 

 

２ あいさつ  矢板市長 

 

３ 出席者紹介 

 

４ 矢板市設定テーマ 

  ○持続可能な矢板南部地区のまちづくりについて 

・資料に基づき、人口推計等について説明。 

 

  Ｑ１ 豊田小の児童数が、平成１７年で１７名が平成３３年だと５９名に増えている 

のはなぜか。 

  Ａ１ 豊田小学校学区から東小学校などの学区外に通っている児童がいる。未来の数 

字については、住所のみで判断したものとなっているので、人数が増えている。 

 

  Ｑ２ 川崎小学区なのに東小に通っている児童が多い。学区を守る指導をお願いした 

い。木幡東では学区ごとに育成会があるが、そういった児童は育成会にも加入し 

ていない。 

  Ａ２ 小学校の学区制は以前からあるが、例外規定が多い面があった。数年前から厳 

    格に運用している。 

 

  Ｑ３ 図書館に良く行くが車でないと行けない。南部地区内に図書館を含む複合施設 

    を設置してほしい。若しくは子供でも利用しやすい公共交通機関の充実を図って 

    欲しい。 

  Ａ３ 使い勝手の良い公共交通機関の充実は全市的に時間をかけて取り組みたい。 

平成 30年度 市営バスを中心とする市内公共交通のあり方の調査検討。 

 

  Ｑ４ 毎年７月に河川一斉清掃を行っているが、河川が深かったり、危険な場所もあ 

    る。高齢化も進んでいるので出来る範囲とさせてもらいたい。 



  Ａ４ 清掃が難しい場所は市で対応しているので相談してほしい。 

 

５ 意見交換 

  Ｑ１ 学校の洋式トイレの整備率は栃木県で３８％と全国平均を下回っている。矢板 

市内のトイレの洋式化への取り組みはどうか。 

  Ａ１ １２月補正で矢板中学校トイレの洋式化を本年度実施する。 

平成 30年度 東小学校のトイレを整備予定。 

低学年に配慮する予算編成については、今後も検討する。 

 

  Ｑ２ 木幡踏切が、凸凹しているので補修してほしい。 

  Ａ２ 現地を確認してＪＲと協議する。 

平成 28年度 踏切外は穴埋め補修の実施。 

踏切内はＪＲに補修依頼。 

 

  Ｑ３ 専慶寺の入り口付近のカーブが危険なので、ガードレールをつけてほしい。 

  Ａ３ 現地を確認して対応を検討する。 

 

  Ｑ４ 矢板市の道路は汚い。道路際の除草、歩道橋のペンキ剥がれなど。綺麗なまち 

づくりの取り組みをしてほしい。 

  Ａ４ 道路の除草などは、委託や現場作業員が優先順位を決めながら対応している。 

    さび止め等も予算に応じて進めている。 

 

  Ｑ５ 東日本大震災の時に物流が止まった。矢板は高速道路、国道、ＪＲがあるので、 

災害時の物流拠点を作るような計画はあるか。 

  Ａ５ 災害時のバックアップ拠点を設ける予定はない。 

平成 29年 4月 栃木県トラック協会塩那支部矢板地区協議会と災害協定 

を締結。 

災害時における輸送協力 

災害支援物資の保管場所提供 

 

 

６ 閉  会  ２０：３０ 


